
経年美化 

木製ドアハンドルはビンテージ家具の様に使い込む程に風合いが深まり、年月を経て小傷などによる複雑なテクスチャーと
色味の変化のエイジングを楽しめます。新品同様に戻すには、下記のメンテナンスの４を行ってください。お送りくだされ
ば無償で研磨し、オイル仕上げ致します。往復送料のみご負担ください。
注）屋外では庇があり、雨や直射日光に当たらない場所でお使い下さい。

１. 日常使いで濡れた時は乾拭きし、万一ガタツキが出たときはネジを締め直します。
２. 皮脂汚れを落とすにはオスモウオッシュアンドケアーをお使いください。
３. 頑固な汚れ落としとワックスがけにはオスモワックスアンドクリーナーをお使いください。半年に 1回程度。
４. 数年後、色が深みを増して来て、味と風格が出て来ますが、手あかが気になるようであれば、サンドペーパー #240 で
      研磨し、その後オスモカラーフロアークリアを綿布に少し取り擦り込みます。これで元の様な色合いに戻ります。
５. 強い直射日光が常に差す場所で使用すると、オールナットのチョコレート色が退色し白化して行きます。その様な場合は、
      オスモカラー・ウッドステインプロテクターでの再塗装をおすすめします。
＊メンテナンスについて分からない事がありましたら、写真を送って頂けると、より詳しくアドバイスさせて頂きます。
     info@sugatakatachi.com
＊毎日、丁寧に使って頂く事でいつまでも艶が保たれます。

【メンテナンス用具】
１. ドイツ製高級植物性クリヤーオイル
２. 綿布
３. サンドペーパー #240
 

２. ドアハンドルの汚れ具合を確認します 。 ３. サンドペーパーをていねいに木目に沿っ
      てかけます。

1. ドアハンドル , オイル , 綿布 , サンド
      ペーパー #240 を用意します。

【手順】

５. オイルを綿布に少し取り擦り込みます。 ６. すっかり元のようにきれいになりました ! 
      半日ほど乾かして完成です。

 ４. 汚れを拭き取り、汚れ落ちの具合を
       確認します。 

すがたかたち木製ドアハンドルのメンテナンス


